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番組審議会 

第６３１回 

開催日 令和元年１０月２１日（月） 

 

■委員の出席   委員総数   １０名 

         出席委員数  １０名 

  出席者     委 員 長  音   好 宏 

          副委員長  中 江 有 里 

          委  員  石 田 衣 良   江 澤 佐知子 

                尾 縣  貢    萱 野  稔  人  

                 喜田村 洋 一   佐 藤 智  恵 

                 藤 原 帰 一   

水無田 気 流（レポート提出） 

 

                                                             

         ＴＢＳテレビ 佐々木 社 長 

                國  分 常務取締役 

                伊佐野 取締役 

                合  田 編成局長 

                本 田 報道局長 

                海 本 制作局長 

                鈴 木 制作局ドラマ制作部長 

伊與田 プロデューサー 

                中 山 編成考査局長 

鈴 木 編成考査局視聴者サービス部長 

                岩 村 番組審議会事務局長 
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■議事概要 

 

  （１）審議事項 

      １）「日曜劇場 ノーサイド・ゲーム」 

９月１５日（日）放送分について 

２）その他 

    

   （２）報告事項 

 １）「消えた天才」「クレイジージャーニー」について  

      ２）番組種別公表制度に基づく４月から９月までの 

放送実績について  

 

    （３）事務局報告事項 

      １）視聴者からの声について 

      ２）次回審議会の議題及び日程について 

 

【委員の主な発言】（ 「日曜劇場 ノーサイド・ゲーム」について ） 

□ 実業団スポーツに対する問題提起としても意義があった。多くの実業団スポ

ーツが廃部に至る中、どこにその価値を見出し、どういう形で役割を再定義

していくのかを正面から描いていた。視聴者や、実業団スポーツのあり方に

悩む企業にも、多くの示唆になったのではないか。 

□ 中堅サラリーマンの苦悩に満ちた戦いと希望の錯綜と、ラグビーという素材

の二本立てパターンが分断されることなく、よい調和で、そのバランスに新

鮮さを感じた。 

□よい意味で、非常につくりが古典的だと思った。たぶんこうなるんだろうな、 

と思っていても、やっぱり見ていると、気持ちがいい。これはエンタテイン 

メントのだいご味であろう。 

□ 取締役会の中にいる腹黒い野心家を１人取り除き、組織は温存したままで、
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あとはみんなで力を合わせて頑張れば大丈夫だというのがメインのメッセ

ージだが、今の時代に果たしてそれで大丈夫なのかと思ってしまった。 

□ こんなに熱演、熱演で押してこられると、息が詰まってくる。音楽も、感情

のままにぴったりついている。感動への誘導路がはっきりしていて、自動的

に感動できるようにつくられたドラマだと思うが、もう少し視聴者を信用し

てもいいのではないか。 

□ ダイバーシティーの描き方に疑問を持った。今の時代、実業団チームの選手

全員が日本人というのは、まずあり得ない。また、取締役会も昨今、全員日

本人男性ということは余りなく、自動車会社などは特に、外国人、女性がい

るので、その辺に気を遣ってほしかった。 

□ ラグビーＷ杯の直前に、ＴＢＳではいっさい試合を放送しないにもかかわら

ず、このドラマを放送したことは、放送界全体としてスポーツを盛り上げる

という意味でたいへんチャレンジングで意義深いと思う。 

□ 試合のシーンで、本物のラグビー選手が本物のプレーを見せてくれた。つま

り、フィクションなのだけれども、その中のノンフィクション性というとこ

ろが非常に新しかった。スタッフ、出演者のラグビーへの愛が物すごく伝わ

ってきた。 

 

＊ ＴＢＳでは番組審議会委員のご意見を真摯に受け止め、今後の番組内容の

向上に活かしていく所存です。  （ＴＢＳテレビ番組審議会事務局） 


